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Abstract 
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1. はじめに 

  筆者はこれまで，図 1 に示すような読者あるい

は作者側のコミュニケーション・モデルを示すこ

とによってそれぞれの概念装置を示し，フィール

ドとしてのテクスト，作品としての実世界という

コセプトを提示して文学や物語の構造的な研究を

行って来た．本発表では，従来の成果に基いて物

語ること，説明することにナビゲーションという

概念を落ち込むことによって行為の面から作者と

読者の問題，テクストと実世界の関係等を再検証

する．さらに，テクストから実世界への関連を重

視した新たな研究手法を提案する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜図 1：作者を復活させたモデル＞ 

 

2. テクストから実世界へ 

 これまで[1]に倣って，文学の研究にグラフと地

図と樹形図を持ち込む試み[2]を行ったが，実世界

とテクストとの間を関連付ける具体的なキーワー

ドは見当たらなかった．しかし，実世界を見渡し

てみると，カーナビや携帯での道案内というよう

に地図は GIS，GPS によって土地とデータがタグ

付けされている．それならば，GIS，GPS を自分

の研究に導入してみよう，と考えた．まずは ITS

を情報社会論と接合させ，次の段階で記憶と記録，

記憶と物語の研究に GIS，GPS を持ち込むことと

する．以下で新しい研究の構想と展望を述べる． 

 

3. ITS の手法 

 高度道路交通システム (ITS: Intelligent 

Transport System)は自動車と道路の双方を情

報通信技術によって制御することで移動や運搬

の手段を安全性経済性と環境に配慮したネット

ワークへと変貌させた．ITS による開発やシス

テム構築においては，問題解決と開発目標を明

確化するために必ず開発対象地域のコミュニテ

ィ形成にも関与することになる．これは「つく

る」側からの実践である．一方で情報社会論の

研究手法は，情報通信の高度化が進展する社会

を観察する「使う」側からの参与であった．本

研究では，研究者・官公庁・地域社会等の様々

なコミュニティを参与的に観察し，社会実験に

おいてはサービスの提供側として実践すること

によって ITS の手法を取り入れ，積極的に社会

と関わる能動的な研究方法・手法を情報社会論

へもたらし、これを援用してテクストと社会と

の関係の新たなモデルを得ることを目的とする． 

 

4. 研究の系譜 

本研究は，計算文学理論を基盤としたハイパー
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テキスト小説の開発を通じてコンテンツ研究の手

法を検証した [2]，地上波テレビ放送を録画・内

容分析し，原爆に関するメディア・ランドスケー

プを明らかにした [3]，テクストとしてのフィク

ションと社会との関係性を検討した [4]に続けて，

コンテンツと社会との関わりに新たな研究手法を

もたらすことを目的としたものである．コンテン

ツと社会との関係を手掛かりに行って来た上記の

研究に対して，本研究は異分野の手法や知見を援

用すること，情報通信技術によって変容する地域

社会と能動的にかかわることがその特徴である．

具体的には a)長崎 EV&ITS プロジェクト（図 8

に示した位置情報関連サービスを構築）における

参与観察の機会としてのワークショップ [5] [6] 

[7] [8]，b)長崎市 LRT ナビゲーション推進協議会

における路面電車位置情報配信システム事業（図

2～7）の実践[9] [10] [11]の記録をデータとして活

用する． 

 

 

＜図 2：PC 専用サイト画面＞ 

 

 
＜図 3：バリアフリートイレ情報表示画面＞ 

 

 
＜図 4：表示範囲変化後の画面＞ 

 

 
＜図 5：移動支援情報＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 6：携帯専用 Web サイト＞ 

＜図 7：リアルビュー＞ 
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＜図 8：長崎 EV&ITS の観光情報配信用 Web＞ 

 

5. メタファーから現実へ 

  情報社会論の研究は，道路や鉄道をネットワー

クのメタファーとして用いながらもあくまで情報

化以前の存在として位置付けていた．ところが，

自動車工学は CAN (Controller Area Network)に

よ っ て 自 動 車 そ の も の を 制 御 工 学 は

ITS(Intelligent Transport System) によって道

路や鉄道を知能化し，人・物の流れと情報の流れ

を一体化させている．情報社会論がインターネッ

トと社会との共生や融合を目指すならば，こうし

た高度に知能化した交通網を再度参照する必要が

ある． ITS は， GIS(Geographic Information 

System)，GPS(Global Positioning System)等の

地理情報，測位システムという要素技術を取り入

れ，産学官で議論を重ね，その成果を実装して社

会へ提供している． 

 

6. 「現実」に参加する：研究の特徴 

 本研究は，このように物流・交通を情報化・知

能化した ITSの手法を導入して情報社会論が研究

分野として社会に貢献することが可能か検討する

ことを最終的な目的としている．異分野に学び，

道路や鉄道が高機能化されるコミュニティへの参

与と実践によって参与観察，実践という情報社会

論にとっても馴染みの手法を活性化させる．これ

は，学問分野としての ITSへの参与観察でもある．

活用するデータや実績は本研究の代表者が主体的

な役割を果たした長崎県や長崎市が関与する既存

のプロジェクトから得られたものである．こうし

た入り組んだ状況の中から客観的な理論とテクス

トと社会との新たなモデルを得るという成果を同

時に得ようとするところが本研究の特徴である． 

 

7. フィクションの中へ：研究の射程 

 工学分野におけるロボット研究は，「ロボット工

学」(Robotics)という用語を SF 小説[12]起源とし

ている．そればかりかロボットのコンセプトも同

じ作品集の冒頭に掲げられた「三原則」に配慮し

ており，フィクションが現実を牽引する好例とな

っている．本研究においては，人文社会科学の分

野として[13]で登場人物が提案した「仮想民俗学」

に着目しておきたい．この点は，[4]を引き継ぐも

のでもあり「ヴァーチャル・エスノグラフィー」

と対峙させることも想定している． 

 

8. 実践の事例と展望 

 本研究は，社会参加による実践を重要な構成要

素としている．ここでは現在進行中の試みを述べ，

併せて今後を展望する． 

長崎市内の新大工町から大浦町にかけての市内

中心部を通る道路には図 9 に示したような銘盤が

45 箇所埋設されている。図 10 の赤の軸がこれに

あたる．現在，筆者の研究室ではこの軸で緯度経

度の測定を行い場所情報コードを整備している。

青軸の長崎電気軌道の軌道はこれまでの事業で歩

行空間ネットワークデータの整備を済ませている．

他に隣接区域で別事業による整備実績があるが，

新たに整備するデータと既存の成果を融合させて

位置情報等を歩行支援に活用し，路面電車と歩行

を組み合わせ，利用者のニーズにきめ細かく応じ

られる利用方法を提案する．青と赤の軸から面を

形性し，路面電車と歩行の「乗換」を容易にした

エリアをつくる． 

長崎市内の中心部は，実世界の場所と様々な史

実，物語の現場となっている．以上のようなデー

タ整備を行うことによって，テクストと実世界の

結節点を設けることが出来ないか．これが本研究

の究極の検討項目である． 
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＜図 9：長崎 EV&ITS の観光情報配信用 Web＞ 

 

 

＜図 10：長崎 EV&ITS の観光情報配信用 Web＞ 

 

 

＜図 11：長崎電気軌道の電停に設置された 

外国語案内板＞ 
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